
先
生
は
明
治
三
十
八
年
大
阪
で
出
生
、
長
じ
て
旧
制
大
阪
高
等
学
校
に
学
び
、
昭
和
八
年
金
沢
医
科
大
学
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
の
ち
京

都
帝
国
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
へ
入
門
、
内
田
病
院
勤
務
（
金
沢
市
、
産
婦
人
科
）
、
昭
和
十
年
細
川
病
院
産
婦
人
科
医
長
（
広
島
県
比
婆
郡

東
城
町
）
、
同
十
二
年
富
山
県
氷
見
町
に
開
業
、
同
十
五
年
吹
田
鉄
道
診
療
所
兼
大
阪
鉄
道
病
院
産
婦
人
科
医
長
代
理
、
昭
和
二
十
三
年
三
国

病
院
副
院
長
、
同
二
十
五
年
「
軟
レ
線
放
射
の
家
兎
血
液
像
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
り
学
位
受
領
、
同
二
十
八
年
石
動
厚
生

病
院
長
、
同
三
十
一
年
七
尾
市
立
産
院
長
、
同
三
十
三
年
一
月
か
ら
産
婦
人
科
外
科
医
院
開
業
（
金
沢
市
野
町
四
’
一
’
二
○
）
。

先
生
は
金
沢
を
永
住
の
地
と
さ
れ
て
以
来
、
文
芸
活
動
を
は
じ
め
社
会
的
活
動
に
も
多
彩
な
事
蹟
を
還
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
法
務
省

人
権
擁
護
委
員
（
昭
和
四
十
一
年
～
同
五
十
八
年
）
、
金
沢
市
医
師
会
監
事
（
昭
和
四
十
三
年
～
同
五
十
六
年
）
等
々
、
ま
た
、
剣
道
は
範
士
（
大

日
本
武
徳
会
範
士
会
参
与
）
と
い
っ
た
特
異
な
側
面
を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
執
筆
が
得
意
で
石
川
県
医
師
会
報
に
精
力
的
に
医
事
随
筆
を

投
稿
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
医
史
学
的
に
き
わ
め
て
貴
重
な
記
述
も
あ
り
、
度
々
質
問
し
て
史
実
の
出
所
な
ど
の
教
示
を
受

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

け
ま
し
た
。

本
学
会
名
誉
会
員
の
加
藤
豊
明
先
生
は
、
平
成
九
年
九
月
二
十
一
日
に
遠
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
九
十
二
歳
で
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀

医
史
学
的
に
評
価
の
高
い
の
は
、
藩
政
末
期
の
加
賀
藩
医
史
で
、
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
、
金
沢
大
学
医
学
部
矛
一
外
科
百
年
史
等
に

名
誉
会
員
加
藤
豊
明
先
生
の
遠
逝
に
あ
た
り

日
本
医
史
学
会
評
議
昌
〈
四
石
泌
個
雷
カ
ー
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昭
和
五
十
八
年
六
月
北
陸
医
史
学
同
好
会
（
昭
和
五
十
四
年
設
立
、
故
高
瀬
武
平
会
長
）
の
二
代
目
会
長
に
就
任
、
先
達
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
北

陸
地
方
の
医
史
学
発
展
に
多
大
の
寄
与
を
さ
れ
、
体
調
不
自
由
の
た
め
、
平
成
四
年
会
長
を
岩
治
へ
委
託
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
時
代
の
業
績

は
「
北
陸
医
史
」
に
克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

剣
道
藩
士
の
風
格
は
、
そ
の
ま
ま
文
書
に
如
実
に
示
さ
れ
て
お
り
、
書
家
と
し
て
も
、
立
派
な
余
技
を
遺
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
、
泉
下
の
先
生
か
ら
受
け
ま
し
た
学
恩
に
対
し
深
謝
し
、
重
ね
て
哀
悼
の
辞
を
捧
げ
ま
す
。
合
掌

著
述
が
収
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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